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女性起業家による被災地復興への挑戦

2019年 7月 24日

（株）モナビITコンサルティング 大野邦夫

1.はじめに
この資料は、ICT海外ボランティア会の第40回海外情報

談話会の講演予稿です。かなりの部分を福島高専の西口美

津子教授（当時）による「女性のための起業マニュアル」

[1]から抜粋しています。そのために「ですます調」で記

述しています。

情報通信技術分野の専門家が、晩年に職業能力開発総合

大学校で教職に就きました。専門技術分野の教育・訓練・

研究を行う傍ら、そのキャンパスで知り合った教職員の

方々と人材育成に関する多様な議論を行ないました。私が

退職したのは、2011年ですが、それまで人材育成に関する

議論していた職業大の教職員や外部の研究仲間と一緒に

「高度技術者就業支援と技能伝承研究会」というささやか

な研究会を立ち上げました。西口先生はその会の創立のメ

ンバーの一人でした。

2011年3月11日に起こった東日本大震災は、その後の日

本の価値観を揺るがす大きな出来事でしたが、これを契機

に西口先生は福島高専のビジネス・コミュニケーション学

科の教授に転任されました。その後、西口先生が「被災地

における中高年女性起業家の育成」という研究テーマで文

科省の科研費を獲得されました。その研究に高度技術者就

業支援と技能伝承研究会の検討内容を活用する観点から協

力を依頼されました。そのような経緯を経て、2013年から

2017年にかけて科研費に基づく研究にご協力しました。今

回の報告は、その内容に関する紹介ですが、皆様からの忌

憚のないご意見、ご感想を頂けると幸いに思います。

2.このテーマに関わった経緯

2.1 私の略歴
私は1970年に電電公社に入社し、通研の技術協力部機構

部品技術研究室に配属され、クロスバ交換機の接点消耗対

策を担当させられました。C400の中継方式図をながめな

がら共通制御装置のワイヤスプリング継電器の接点アーク

現象を分析して接点消耗予測やダイオード型火花消去器の

試作などを担当しました。その後1978年に横須賀研究所に

異動し、その後はプリンタ研究室でDIPS端末や日本語テ

レテックス端末の開発を担当した後に、入力装置研究室

で、リスプマシンELISの開発を担当しました。この間に

Lisp言語によるTCP/IPを日本で初めてELISは実装しまし

た。NTTのMACアドレスもELISグループが取得しまし

た。当時NTTはTCP/IPは学術用であり公衆サービスに使

われるとは想定していなかったようでした。その後1987年

にELISの販売会社として沖電気との合弁でNTT−ITが設

立されて出向し1990年3月にヒューマン研に戻るまで営業

経験を積みました。この間に日本の大手メーカーや主要大

学、公的研究機関にELIS8100シリーズを200セット程度納

入しています。

1990年にいったんヒューマンインタフェース研究所に

戻ったのですが、米国のInterleaf社とのJV設立の検討で

その半年後に本社の関連企業本部に異動して1993年まで新

規事業に関わりました。この1987年から1993年までの新

規事業検討の経験が今回の女性起業家育成の検討には生か

されています。

1993年にヒューマン研に戻りましたが1995年にInter-

leafの販売代理店になったINSエンジニアリングに転籍

し、Interleafの販売を手掛けながらSGMLやXMLによるド

キュメントソリューション事業を担当しました。なお

INSエンジニアリングは2000年にドコモシステムズに名称

変更し、その後はXMLを活用するモバイルソリューショ

ンを担当しています。その後2004年にジャストシステムに

転籍しました。ジャストシステムではxfyというWebを活

用する複合文書フォーマットのW3Cへの提案を担当しまし

たが、標準化分野が携帯電話分野にフォーカスされたので

うまく行きませんでした。なおこの間に日本語文書レイア

ウトの標準をW3CのXSL−WGに提案し[2]、後にそれが

W3Cノートになりました。xfyを財務処理に用いるアプリ

ケーションとしてXBRL Internationalにもxfyを提案しま

したが[3]、XBRLの普及が進展せずxfyの開発は失敗しま

した。2007年に職業能力開発総合大学校（職業大）の通信

システム工学科教授となり、ネットワーク工学の教育、訓

練、研究を担当しました。

職業大での卒業研究や修士研究では、厚労省が定めた正

式な履歴書であるジョブカードの電子化とそのオントロジ

的な拡張による広汎な活用をテーマとして検討しました

[4][5]。その手法は、UMLによるオブジェクト分析設計の

結果をクラス図とし、それをCLOS（Common Lisp Ob-

ject System）でクラス定義して実装します。属性に値を

設定して生成したS式のインスタンスをLispの関数で

XMLに変換し、それをXMLデータベースに格納します。

そのXMLデータを必要に応じてXSLTでHTMLの表形式に

変換すると図1のようにジョブカード履歴書として表示で

きます。さらにジョブカードのクラスを継承するサブクラ

スとして拡張したエピソード履歴書を提案しました。この

システムも全く同様にWebに公開することが可能です。

2.2 職業大退職後の活動
2011年の退職後2015年3月まで職業大の顧問を担当しま

したが、情報処理学会のデジタルドキュメント研究会等で

知り合ったCAD分野の製造業関係者、学生の就職の関係で

知り合った人材紹介業の役員、NTTグループ企業の人事
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図1 UMLに基づくCLOSからXMLへの変換とXML−DBによる拡張可能な履歴書システムの実装

担当の役員、職業大の教員の方々をメンバーとして「高度

技術者就業支援と技能伝承研究会」という研究グループを

立ち上げて、リタイア後のハイスキル人材の再雇用の可能

性を隔月程度に集まって議論検討しました。

その後、高度技術者就業支援と技能伝承研究会のメン

バーであった西口先生が2013年に職業大から福島高専に転

籍され、そこで科研費を申請した「被災地における中高年

女性起業家の育成」というテーマをお手伝いすることにな

りました。

職業大在籍時には、図1のようなUMLによる分析を反映

させる電子履歴書フォーマットをXML化してWebに表示さ

せる提案で終わったのですが、その後高度技術者就業支援

と技能伝承研究会を通じて、エピソード履歴書のアイデア

を創出しました。要するにリタイア後のハイスキル人材の

習得スキルのアピールに、特許や著作物、座右の書籍や尊

敬する人物などを記入する欄を設けサブクラスとして定義

するのです。そのような情報を通じて、面接などの際の自

己アピールが可能であれば有効と考えました。この概念の

履歴書をエピソード履歴書と名付け学会発表しました[6]

[7]。さらに自己分析や人物分析に適したマトリックス履

歴書を思いつきました[8]。

3.起業家育成モデル

3.1 マトリックス履歴書
一般の履歴書や職歴書は、時系列的に記述されます。日

本の場合は過去から現在に、欧米の場合は現在から過去に

という相違はありますが時系列で直線的に記述されます。

マトリックス履歴書は、記述される履歴・職歴を上から下

へ記述するのではなく、表形式として左上から右下へ記述

します。その結果基本的な履歴は表の対角線上のブロック

内に記述されます。さらに継続する期間毎の業務内容の関

連を図2のようにマトリックス的に展開して記述すると相

互に関係する内容を把握したり新たに発見することが可能

となります。

図2において、連続する期間AとBについて、一般の履歴

書だと上から下に同列に連続して記述しますが、マトリッ

クス履歴書の場合は、逐次右側の列に段違いに記述してい

きます。そうすると、期間Aの右側には空間が生じます。

この空間に期間Aの項目に関連・対応する期間Bの関連用

期間A 期間B

期間Aの項目

期間Bの項目

期間Bの業務にお
いて期間Aの項目
に関連する用語

図2 マトリックス展開による関連項目記述

語を記入します。以上の手法で、期間毎に習得したスキル

が、以後のキャリアにどのように生かされたかが明確化さ

れます。

この考え方を例えば5項目の区分に適用する場合は図3の

ようになります。一般的な履歴書であれば、図3の左側の

ように(1)～(5)の項目が縦に並びます。マトリックス履歴

書の場合は、それが右側のように斜めにずらした形式にな

ります。

3.2 自分自身のマトリックス履歴書
以上の考え方を、私自身の履歴に適用すると図4のよう

になりました。1970年から1978年まで武蔵野通研の技協

部にいましたが、その時にはクロスバ交換機のワイヤスプ

リング継電器の接点放電現象の研究をしていました。その

後横須賀通研の宅内部に異動になり、通信端末の開発に引

き続きリスプマシンELISの開発を担当しました。クロス

バ交換機と通信端末の関係から思い浮かぶのは通信プロト

コルでしょう。実際に通信端末のプロトコルとしては

TTYの無手順、ベーシック手順、F同期手順などがありま

した。接点放電現象の測定には、ミニコンを使用してBA-

SICやFORTRAN、アセンブラなどのプログラムを制作し

ていました。ELISの開発になると、Lispやマイクロコー

ドのプログラム開発をしましたので、宅内部の直下のマス

には通信手順とプログラムを書きました。1977年から1年
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(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

図3 履歴書の縦列表現からマトリックス表現へ

図4 筆者のマトリックス履歴書

間米国のウイスコンシン大学で海外研修の機会を頂いたの

で海外情報収集を記入しました。

次に1987年から1990年まではNTT−ITで営業活動とエ

キスパートシステムのようなAIアプリケーションの開発支

援を担当しました。NTT−ITの直下のマスは、左側のプロ

グラムに関係するのはELISの場合なのでLispプログラム

になります。通信手順はTCP/IPと書きました。市場分析

や予測に関しては、不規則情報処理の観点で接点研究での

経験を生かしました。海外研修との関連では、海外企業と

の折衝、さらに営業とELISの関係であれば、顧客に近い

分野の観点でマニュアルを記述しています。

以上のようにして、一通りマスを埋めて、記述項目を横

通しに眺めると、横通しの上から順に、「基礎技術」「装

置・インフラ」「市場・サービス」「顧客・アプリ」「問

題解決」「標準化」「人材育成」「グローバル人材」と位

置づけられます。このようにして、自分の辿ってきた経歴

がある種の意味的な流れを持つように見えてきたりしま

す。マトリックス履歴書は、このように人の履歴や職歴を

フレキシブルに見られますので興味深いツールです。

3.3 キャリアアンカー

キャリア・アンカーは、MITスローンスクールのエド

ガー・シャインによって提案された概念で、個人が自分の

職業を選択する際に、その背景となるモチベーションを分

類したものです[9]。キャリア・アンカーは表1に示すよう

に、8つカテゴリーに大別されますが、ここでは上から順

に、1:TF,2:GM,3:AU,4:SE,5:EU,6:SV,7:CH,8:LSという

アルファベットで2文字の記号を用います。一般の人はそ

のいずれかに当てはまるとされています。すなわち、キャ

リアを決定するにあたって、何かを犠牲にせねばならない

場合に、どうしても諦めることができないような能力・動

機・価値観であると言われます。

表1における奇数番号のTF, AU, EU, CHが挑戦的・改革

的な価値観であるのに対して、偶数番号のGM,SE,SV,LS

は管理的・保守的な価値観です。先に述べた社会変革者の

スキルの多くは、奇数番目の挑戦的・改革的な価値観に対

応します。すなわち、基礎知識力(TF)、独立精神(AU・

EC)、科学的思考(TF,・CH)、経済的知識(TF,・GM・

AU・SV)、語学力(TF)、執筆力(TF)、情報発信力(TF)に

関係付けられるように思います。社会を変革することを志
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すのですから挑戦的・改革的であることは当然とも言えま

す。

表1 キャリア・アンカーの8つのカテゴリー

他方、社会変革者と言えども歳を重ねると保守的になら

ざるを得ません。従って徐々に管理的・保守的な価値観に

移行していくのが自然です。

3.4 起業家モデル
福島高専の西口先生と宮城学院女子大学の渡部先生と一

緒に優れた起業家が共通に持つと思われるスキルを分析し

てみました[10]。対象としたのは、ベンジャミンフランク

リン，福澤諭吉，津田梅子，石井筆子，高崎達之助，森川

亮，前澤友作，駒崎弘樹など，多岐にわたりますが、マト

リックス履歴書を作成してスキルを検討しました。その結

果、(1)基礎学力，(2)独立精神，(3)科学的思考，(4)経済

的知識，(5)語学力，(6)執筆力，(7)情報発信力の7種類

のスキルが，多少の濃淡はあっても優れた起業家と考えら

れる人には普遍的に見られるように思われました。さらに

個々の起業家が成功するに至る過程は多彩ですが、その多

くは、先ず何らかの専門的なスキルを習得し、苦難にめげ

ないで社会的に必要とされる分野に挑戦し、起業するとい

うパターンが見られます。起業した後にはさらに経営管理

への努力で成長し、規模が大きくなった後は社会的に貢献

するという道を優れた起業家は歩みます。このプロセス

は、キャリアアンカー的には、TF→CH→EC→GM→SV

というパターンになります。本来キャリアアンカーは、一

生変わらないとされていますが、それはエドガーシャイン

が研究を行ったマサチューセッツのニューイングランドの

自律性を重視する地域文化が反映しているように思いま

す。

以上から図5に示す起業家モデルを考えてみました。左

側に起業家に見られる7種類のスキル、右側にキャリアア

ンカー的な推移を配置し、関連が強そうな関係を実線で、

関連が存在するが強くはなさそうな関係を破線で結んでい

ます。

NTTの新規事業を振り返ると、NTT−ITを設立した当

時は挑戦的な人材が多かったのですが、InterleafとのJV

検討の頃は設立した事業の運営に注力するようになり、真

の起業家精神は希薄になりつつあったように思いました。

リチャード・ルイスというグローバル企業研究の専門家に

よると、新規事業を発展させるには、創立時の文化の尊重

図5 起業家モデル

が重要という指摘があり[11]、定期人事異動で経営幹部や

メンバーが異動してしまう組織体制では、創立文化を継承

するような突出した価値観に支えられる企業は生まれない

のではないかと懸念されます。

4.被災地で起業した3名の女性起業家

4.1 フェアトレードビジネスの事例

4.1.1 フェアトレード事業

いわき市在住の女性起業家のSさんを紹介します。Sさ

んのマトリックス履歴書を図6に示します。彼女は、10年

前にフェアトレードの法人Eカフェ（仮名）を起業しまし

た。主な事業は、ネットショップによるコーヒー豆の販売

ですが、結婚式の引出物など、セレモニー会場での売上も

多いとのことです。ガテマラ、ルワンダ、コロンビア、メ

キシコなどの発展途上国のコーヒー豆やその粉をパッケー

ジにして美しく包装して販売しています。この事業におけ

る一つの特徴はフェアトレードです。フェアトレードは、

文字通り公正な貿易を意味しま。先進国と途上国との間の

貿易は、とかく先進国に優位な形式で行われてしまいがち

です。それを公正・公平な取引として実現し事業にするこ
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とをポリシーとしています。言い方を変えると「不幸な人

を生み出さない事業」の推進です。Eカフェはそのような

彼女の思想と方針に基づくコーヒー販売事業を中心に運営

されています。

図6 Sさんのマトリックス履歴書

4.1.2 Sさんのキャリア

Sさんがこの事業を思い立ったのは、小学生のころにテ

レビで難民キャンプの映像を見て、途上国問題に関心を持

つことに端を発します。そのような経緯から中学生の時

に、社会科の自由課題で、国際連合の活動についてレポー

トをまとめました。その後、福島高専に入学し、海外に対

する興味からコミュニケーション情報学科を選択しまし

た。高専2年の時に、英会話スクールのチラシを見てカナ

ダに語学留学をしました。9か月の留学生活の後、1学年下

に復籍して3年次までを終了しました。その後英国に渡航

し、ウェールズの語学学校で8か月学んだ後に、イングラ

ンド・イーストアングリア大学に入学し、国際開発学部で

3年間高等教育を受けました。教員の半数が1年の大半を途

上国での研究にあてている環境で、Sさんもペルーで4か月

のNGO体験をしています。卒業して帰国後、いわき市に

本社を置く車載情報機器のメーカーに就職し、海外向けの

カタログ作成、モーターショーのイベント、ウェブサイト

制作など様々な業務に携わり最新技術に関わるビジネスを

経験しました。仕事自体にやりがいはあったのですが企業

組織の閉塞感から、大学時代に経験した途上国にかかわる

仕事をしたいとのことで、フェアトレードを方針とするE

カフェを立ち上げました。

フェアトレードの仕事をするためには、国際認証が必要

です。そのためには、法人格が必要になります。そのため

の書類を作り、実家を事務所にして開業しました。いわき

市の商工会議所で、いわき駅前の再開発を担当しているラ

トブ事務所のベンチャー企業支援を知り応募したところ、

面接の後に採択され、再開発ビルのラトブ内にオフィスを

開設しました。新規事業の立ち上げの後、事業を継続する

ために、商品製造、営業、経理といった必要な業務を全て

こなし、スキルを身につけたとのことです。

商品の製造作業のためにはコーヒー豆から 粉をひき、

それをパッケージングして箱詰め・包装を行います。経理

の仕事としては、コーヒー豆やその他必要な資材の発注、

顧客からの受注に伴う帳簿の整理、領収書の発行、決算な

どが定常業務として必要とされます。営業としては、

Webサイトの制作・更新の他、知名度を上げるためのイベ

ントへの出店に心掛けているとのことです。今後は、本社

はいわき市に置きながら、ネットを通じて全国にフェアト

レードをアピールして行きたいとのことでした。

4.1.3 マトリックス履歴書の効果

Sさんは福島高専で図学とそれを活用するデザインを学

んでいますが、一番上のマスを見ていくと、そのスキル

が、就職してA社に入社した後に印刷関係業務で役立った

ことが分かります。さらにEカフェを設立した際やボラン

ティアセンターを立ち上げた際の印刷物のデザインにも役

だった模様です。このスキルは、高専での教育・学習を通

じてその後もデザインや印刷技術に興味を抱いていたこと

がスキルの向上につながったと思われます。英会話も高専

で学んだことをきっかけにカナダへの高校留学へ挑戦し、

さらに英国の大学への留学の機会を作り、人生の方向付け

に役立つと共に、帰国後の就職先でも有効な武器になりま

した。簿記は就職以前は小遣のやりくりに生かす程度だっ

たのですが、就職後は経理に生かし、起業後は財務会計の

経営管理に活用しています。このように高専での授業がそ

の後の人生に有益に生かされれていることが分かります。

上から2番目のマスを見ていきましょう。カナダでの高

校生活は１年間の短期間だったのですが、異文化の経験を

積んでその後の英国留学、就職後の海外の現地法人とのコ

ミュニケーションでその経験を有効に生かしています。

フェアトレードのビジネスに際しても高校時代に培った英

語力と異文化コミュニケーションスキルが、書類の理解や

現地の生産者の理解に役立っていることが分かります。3

番目のマスの英国留学では、専門として学んだ国際開発学

が就職後のA社における現地生産拠点の理解に役立ち、E

カフェを起業した後にはフェアトレードの生産地でのビジ

ネス遂行に活用されています。
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以上のように、マトリックス履歴書を作成することによ

り、以前に習得したスキルがその後のフェーズでどのよう

に使われたかが把握できます。このような点がマトリック

ス履歴書の大きな特徴として挙げられます。

4.1.4 Sさんのスキルへの考察

Sさんの起業家スキルとしての発端は、おそらくは福島

高専での英会話と簿記の実践的教育にあったと思われま

す。それが後々のキャリア展開に生かされたことがマト

リックス履歴書から把握できます。カナダへの留学による

異文化経験が英国での大学留学につながり、さらにペ

ルー滞在などを通じて国際的視野を広げ、長年培った語学

力も効果的に生かされました。

就職先の車載器機メーカA社ではカタログ制作、イベン

ト企画、Web企画などを担当しましたが、これらの仕事は

顧客に向けた企業における情報発信力としての基本と言え

ます。このスキルは事業立ち上げでも有効に使えるものに

なりましたが、執筆力と情報発信力に対応します。事業の

立ち上げに際しては、経済的知識が必要ですが、これは高

専での簿記の教育が役立ちました。さらにこのスキルは顧

客への付加価値を明確化するビジネスモデルの構築に活用

されました。

ビジネスモデル的には、ネットワークを活用する集客と

受発注を行うネットビジネスであり、スマホが普及したタ

イミングと合致しています。これらのスキルは科学的思考

法と基礎学力無しには実現できないでしょう。さらに挑戦

力を有することも明白です。この挑戦力は、フェアトレー

ドという社会的な公正さを指向する普遍的な価値観に基づ

いています。困難な状況にある発展途上国の民衆に配慮す

ることもグローバル人材の資質と言えます。以上の経緯か

ら、Sさんは着実にスキルを伸ばし、グローバル人材の特

徴を有しつつ、かつ最新のネット環境を活用するコミュニ

ティー人材として成長してきたことが分かります。

4.2 学習塾ビジネスの事例

4.2.1 学習塾起業の位置付け

二番目の事例として、いわき市でDラボ学習塾（仮名）

を経営しているOさんを紹介します。Oさんの場合は、学

習塾ビジネスという教育分野での起業です。教育分野での

起業は、先に福澤諭吉、津田梅子という歴史的な起業事例

を紹介しましたが、日本の起業における重要な分野と言え

ます。Oさんのマトリックス履歴書を図7に示します。

図7 Oさんのマトリックス履歴書

4.2.2 Oさんのキャリア

Oさんは中学生までは手のかからない子供として育ちま

した。高校時代は受験勉強のストレスで暗黒の日々を過ご

しますが、米国の大学に入学してそれまでのプレッシャー

から解放されました。専門としてはビジネス分野を学びま

すが、異なった価値観や文化に触れて自信を回復し生きる

ことが楽になりました。米国の大学を卒業した後に、東北

地方では有力な進学塾に就職しました。大規模な進学塾な

ので日本的な経営文化であり、米国での自由な生活に慣れ

ていたこともあり、上司と異見が合わないことが多く不愉

快な日々を過ごしました。それでも生徒からの評判は良く

実力は認められていました。そのような経緯で、一念発起

して仲間と一緒に進学塾から独立して別の進学塾に移るこ

とにしました。しかし、そのことが元の進学塾の経営を悪

化させてしまい、損害賠償を要求され訴訟へと発展してし

ました。そのような時期に両親が借金を抱えていることを

知り、多くの問題を抱え込んで鬱になりカウンセリングに

通い始めました。そのような時期に、木下晴弘氏に出会い

ます。
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木下晴弘氏は1965年、大阪府生まれで、同志社大学在学

中に進学塾の講師を経験します。卒業後銀行に就職しまし

たが、学生時代に経験した大手進学塾の講師経験で得た充

実感が忘れられず、退職して同塾の専任講師になりまし

た。そこで持ち前のスキルが発揮され、生徒からの支持率

95％以上という驚異的な成績を挙げました。その後、関西

屈指の進学塾の設立・経営に役員として参加します。「授

業は心」をモットーに、学力だけではなく人間力も伸ばす

指導は生徒、保護者から絶大な支持を獲得しました。彼は

現在、株式会社アビリティトレーニングの代表取締役とし

て、全国の塾・予備校・学校で、講師・教員向けの授業開

発セミナーを実施して大きな注目を浴びている逸材です。

Oさんは木下晴弘氏の思想に共鳴し、元気を回復しま

す。そのような状況でTOEICを受験したところ900点を取

ることができました。そこで心機一転して社会的に注目さ

れている幼児の英語教室を始めました。その前後に訴訟の

問題も和解することが出来、Oさんは塾頭に抜擢されまし

た。その後間もなく東日本大震災に見舞われました。地域

社会が混乱する中で、塾の仕事を継続しましたが、塾の運

営上のトラブルがありました。そのような状況で子供たち

の状況が最も気になりました。子供達に自信を取り戻させ

るために幼児の英語塾を小学生にも延長して学童英語塾へ

と発展させました。さらに仕事場が避難区域であったこと

から、起業の支援が得られたので、Dラボを創設して起業

しました。起業後は英語教育だけでなく、ロボットやコン

ピュータについての教室も開設しています。

4.2.3 マトリックス履歴書から読み解くOさん
の半生

Oさんのマトリックス履歴書は非常に簡潔にまとめられ

ています。一番上のマスは、主に家族関係が書かれてい

て、Oさんの最も身近な人たちとの関係が想像できます。

上から2番目のマスは、メンタルな経緯が記述されてい

て、精神的な高揚期と沈滞期が分かります。3番目のマス

は英語や海外の文化の関係が書かれていて、彼女の起業に

結びついた価値観やスキルが読み取れます。4番目のマス

は、具体的な仕事の内容に関係することが事実に基づき書

かれています。5番目のマスは、彼女のライフワークを悟

らせた教育者との出会いを契機にした教育観が記されてい

ます。最も下のマスには震災を端緒にした人生観とも言う

べき「自分の好きなことをする」決意が書かれています。

この流れから、彼女の半生は下記のようであったと解釈さ

れます。

Oさんは中学までは手の掛からない子供として育てられ

ましたが、高校生活は受験勉強のために楽しくはありませ

んでした。大学時代は米国に渡ってビジネスを学びまし

た。帰国して大手の学習塾に就職します。公的教育の教師

に比べると学習塾の教師は同じ教育担当者ではあっても、

極めて異質な環境です。公的な教育者が教育委員会や文科

省の指導を基本とする教育を行う安定した職業であるのに

対し、学習塾はテスト結果や進学者数という客観的な数字

で評価される実力主義の現場です。そのような受験教育に

対する問題は社会的に深刻な問題ですが、受験教育への

ニーズが父兄に強く存在することも事実です。そのような

切実な現場での教育の仕事ですが、これこそ学習塾の教師

にとっては実力の勝負になります。

そのような状況で、Oさんは現場で善戦しますが、大手

塾の経営は現場とは別の問題を生じます。大手塾は経営的

にはライバルに対して勝つことが重要な課題になります。

現場における個々の教師の願望と経営方針が対立すること

もあり得ます。そのような状況が生じてOさんは内部の一

部の人たちと共に別の学習塾に移りました。それが元の学

習塾の経営を悪化させたことから損害賠償を要求されるこ

とになりました。Oさんはそのような状況に陥って精神的

な打撃を受けてカウンセリングを受けることになります

が、自分の英語のスキルを確認し、幼児英語教室を開設

し、それを自動英語教室に発展させ、さらにDラボとして

起業するに至ります。

4.2.4 Oさんのスキルへの考察

起業家モデルに関するOさんのスキルは、米国での滞在

経験と、TOECの成績から語学力は抜群ですし、学習塾な

どでの活躍状況から情報発信力も優秀と思われます。他の

スキルについても特筆はしなくても普通以上のレベルにあ

ると思われます。彼女の場合に特筆されて然るべきエピ

ソードは、木下晴弘氏との出会いと思われます。人の価値

観に大きな影響を与えるのは、具体的な人物像であると言

われるからです[1]。

学習塾は、日本の教育機関としては江戸時代の私塾の伝

統を引き継ぐ地域コミュニティにとっての重要な活動で

す。吉田松陰の松下村塾は明治維新の先覚者を育てたこと

で日本の歴史に残る重要なエピソードです。章の冒頭で紹

介した福澤諭吉の慶応義塾、津田梅子の津田塾も将に個人

の価値観から生まれて日本の近代化に貢献しました。この

ような塾の責任者は、みな将来へのビジョンと価値観を持

ち、次の時代を背負う若者を育てました。

しかし、地域の塾が全てこのような文化に支えられてい

るわけではありません。むしろ多くの学習塾は、有名校に

入るための受験教育の下請け組織として機能しています。

受験の点数を上げるテクニックを教授する方が主流であ

り、将来へのビジョンと価値観を持ち、次の時代を背負う

若者を育てるのはむしろ少数派でしょう。このような価値

観を抱きつつビジネスも成立させるのは至難の業かもしれ

ません。しかし今後の地域を担うビジネスは学習塾以外で

も大なり小なりそのような問題を孕むと思います。Oさん

のDラボは、その問題への挑戦に取り組む雰囲気を十分に

感じさせてくれます。

4.3 被災地でのスペインタイル制作

4.3.1 被災地のただ中での起業

三番目の起業家として、被災地の女川でスペインタイル

のビジネスを立ち上げたM工房のAさんの事例を紹介しま

す。Aさんのマトリックス履歴書を図8に紹介します。女

川は、仙台からJR仙石線で石巻に出て、さらに石巻線に

乗り換えてその終点の港町です。

2011年3月11日の東日本大震災後の津波で、市街地を中

心に死亡者・行方不明者が町人口の1割、家屋については

7割の甚大な被害を受けました。その壊滅的な被災地の復

興にAさんは鮮やかなスペインタイルを活用することを考

えました。津波を受けた被災地の惨状がが悲惨であったが

故に、色鮮やかなスペインタイルでもって街と人の心を彩

りたいと考えたのでした。
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図8 Aさんのマトリックス履歴書

スペインは、西欧とイスラムが融合したエキゾチックな

地域です。スペインタイルは、カトリック教会の聖堂のよ

うな歴史的な建築物から近代的なビルディングの装飾に至

るまでスペインでは幅広く使用されています。特にアラベ

スクのような幾何学的な模様は、幻想的な雰囲気を醸し出

すのでそれを好む人も多いようです。日本でもスペインタ

イルは、建築物の内外の装飾を中心に高級な装飾品として

一部の人々に好まれて使用されています。

4.3.2 Aさんのキャリア

(1) 高校まで

Aさんの父は障害者でしたので、母は介護しながら自営

業を営なむ生活でした。忙しい母親の傍らで寂しさを感じ

ることもありましたが、そのような家庭環境で手芸が好き

な子供に育ちました。小学校では積極的に活動し児童会の

副会長を担当しました。父親は車椅子を必要とする障害者

でありながら積極的に外に出て活動していました。そのよ

うな父をAさんは尊敬すると共に誇りに思い、将来自分は

障害者の役に立ちたいと思っていました。そのようにして

自立心の強い少女になり、中学・高校では部活動のリー

ダーになって活躍します。その当時、両親からは「人に受

けた恩は石に刻め」と教えられ、その言葉は彼女の心に刻

まれたのでした。

(2) 大学時代

障害児教育や社会福祉の専門家を志して東北福祉大学に

入学しました。4年間の大学生活の後に女川に戻り、町役

場に採用されて勤務します。理不尽なことが嫌いだったこ

とから、障害者のことが気になりました。そのために近所

の疎外された聴覚障害のこどもとコミュニケーションを取

りたいと思うようになり手話を勉強しました。その努力の

結果聴覚障害者のこどもと手話で会話ができるようにな

り、それがきっかけでコミュニケーションの重要性を悟り

ました。そのような経験を行動に生かして女川手話勉強会

を設立しその組織は震災まで続きました。

(3) 結婚と子育て

その後職場結婚して3人の子供を授かりました。そのた

めに子育てに専念しますが、やがて子供に手がかからなく

なり、女川町教育委員会社会教育指導員を務めるようにな

りました。ところがその間に長男が中学で不登校になりま

す。その影響でAさん本人も引きこもりがちになりまし

た。そのような状況でしたが、周囲の人々の親切な心遣い

もあって趣味としての陶芸を始め、その後は没頭するよう

になりました。行動的なAさんは1年後には陶芸クラブを

設立すると共に、自宅近くの公民館分館の運営にも携わる

ようになりました。

(4) 仕事と趣味

その後長男が就職して安心したこともあり仕事を始めま

した。東北電力のホームパルという広聴広報活動の一環と

しての文化活動の指導業務に従事した後に、生命保険面接

士の仕事を勤めました。その間に自宅を新築することも出

来ました。仕事の傍ら、趣味の陶芸にも精力的に関わり、

陶芸クラブでバザーを実施することから発展して陶芸教室

を開催するようになりました。そのような経緯があって陶

芸を通じて地域に貢献したいという気持ちが芽生えまし

た。さらに意欲が湧いてステンドグラス、フラワーアレン

ジメント、ラッピング教室に通うようになりました。その

ような趣味を楽しみながら、手作り品や陶磁器を販売する

自宅ショップを夢見るようになりました。

(5) 震災

2011年3月11日に東日本大震災が起こり全てが変わりま

した。津波で新築した自宅は全壊してしまい、廃墟となっ

た街を見てショックを受けました。ご主人は町の職員だっ

たので災害対策本部に詰めて復興のために尽力しました

が、Aさんもじっとしては居られない気持ちでした。その

ような状況で多くのボランティアの方の支援を頂きました

が、両親から言われた「人に受けた恩は石に刻め」という

言葉を思い出す毎日でした。

(6) 起業

陶芸サークルの再開を目指して、その方法を模索してい

た時に、イベントで知り合った女性にスペインタイルを紹
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介されました。スペインのガリシア地方は三陸地方に似た

リアス式海岸で、以前も度々津波で被災したことがありま

した。その背景から被災地へのスペインからの支援の手が

差し伸べられたのでした。Aさんは陶芸の設備を使用して

美しく彩られたスペインタイルを作ることに興味が湧きま

した。紹介してくれた女性と一緒にスペインタイルの東京

教室に通ううちに、研修でスペインを訪れる機会を得まし

た。

初めて訪れたスペインのバレンシアの街を彩るタイルに

Aさんは感動します。色彩豊かなスペインタイルで街を彩

り、女川を再生させたいという夢が生まれました。そのよ

うな経緯からM工房を個人事業所として立ち上げ、半年後

にNPO法人を設立しました。震災後の多くの支援に対し

ての感謝の念を背景に、恩返しがしたいという強い意思を

抱いてAさんは活動しています。

4.3.3 主婦から起業したAさんの生き方

図8のマトリックス履歴書から分かるとおり、Aさん

は、高校、大学、結婚と子育て、仕事と趣味という一見平

凡な人生を歩みますが、突然に襲われた震災を契機に起業

家へと変身しました。ご本人にとっても青天の霹靂だった

と思います。

平凡な主婦としての人生から起業家への変身は、与えら

れた状況で潜在的なスキルが発揮されたように感じられま

す。潜在的なスキルは、大学時代の専門である障害児教育

や社会福祉という分野に基づく社会的に貢献したいという

価値観と思われます。さらにその価値観の端緒は、幼い時

に両親の苦労と努力を肌で感じ、常に社会的な弱者を包含

する気持ちを抱いていたと察せられます。

子育てを終えた主婦が起業するということは十分にあり

得ることですが、Aさんの場合は一般の常識をはるかに超

えた物語的な事実です。震災という異常事態がAさんを起

業家に推し進めたのですが、彼女を起業家にし得るポテン

シャルはそれ以前の生活にあったことがマトリックス履歴

書から読み取れます。特に両親からは高校時代に「人から

受けた恩は石に刻め」と教えられたとのことで、そのよう

な家風が関係者への配慮と感謝を大事にするAさんの価値

観を育んでいます。

起業内容のタイル事業の発端が学業や職業経験によるス

キルではなく、趣味で始めた陶芸の延長にあったことも興

味深い事実です。起業という行為が自分が好きな興味であ

るということは成功する起業のための重要な要件です。さ

らに起業のトリガーとなったのが震災であり、スペインタ

イルによる具体的な事業のモチベーションとなったのが、

異国の地のスペインであったということもAさんの異色さ

と非凡さを物語ります。起業という実践が様々な媒体で紹

介され、その一般論を語ろうとしますが、個々の起業は、

その起業家毎の異色の価値観、経験、実践に支えられ、一

般論の難しさを感じます。

5.ハンガリーから訪れた女性起業家

5.1 Tさん

Tさんは、ハンガリーのITwareという企業の日本担当の

役員でした。2007年の7月にJEITAのコンテンツ・マネー

ジメント調査研究委員会の委員長であった当時、ソフト開

発のアウトソーシング事業の調査の一環で、ハンガリー、

チェコ、ポーランドを訪問しました。その時にハンガリー

のITware社を訪問し、名刺交換したのですが、その後ハ

ンガリー大使館からハンガリー企業の活動の案内や報告が

メールで送られて来るようになりました。2014年にTさん

から私宛に、国際展示場で開催されるJapan ITweekに出

展するという案内が来ました。そこで展示会に行ってみま

した。ITware社のブースではAPPawareというスマホを使

用する画像検索ツールと、Kojimoriというセンサーを活用

するIoT向けのデータ収集ツールのデモが行われていまし

た。その時にはTさんには会えなかったのですが、その後

彼女は横須賀まで来てくれてお会いしてミーティングをし

ました。

5.2 福島の酒蔵を支援するKujimoriシステム

TさんはKojimoriの日本での開発企業であるFBトライア

ングルの広浦社長を紹介してくれました。Kojimoriは、セ

ンサデータのWebを通じた配信システムです。日本酒醸造

企業の麹やもろみの温度を測定し、それを杜氏さんに伝達

することにより、杜氏さんの労力を削減することを狙った

システムで、当時既に200社程度に導入されていました。

当初の試作システムはRS232Cという標準的なシリアル回

線を使用してサーバに転送し、サーバ上のデータベースに

データを蓄積し、そのデータをWeb上経由でスマホ、タブ

レット、PCで参照可能とするだけの極めてシンプルな構

成のシステムでした。その後多数のセンサーを接続するた

めに収集装置（DAQ：Data Aquisition装置）を通じて

サーバに接続するようにし、DAQからルータ経由で遠隔

のWeb上のサーバに転送するようにしました。このシステ

ムだと、複数の日本酒醸造メーカのDAQを携帯電話回線

を通じて単一のサーバで管理することが可能になり、効率

化されました。さらにセンサーとDAQを短距離無線で多

チャンネルで接続できるユニットが市販され、日本酒醸造

企業内部での配線が非常に楽になりました。そのような経

緯で、日本の国内の多くの酒蔵にKojimoriが導入されまし

た。

なお、このシステムのソフトウエアは、Tさんが所属す

るハンガリーのITware社が開発し、サポートを担当して

います。さらにセンサー系のハードウエアは台湾企業の製

品を使用しています。従ってKojimoriは、小規模なシステ

ムではありますが国際プロジェクトで開発されています。

そのため、FBトライアングルは小さいながらグローバル

企業です。

5.3 被災地支援事業の検討
Tさんは被災地の支援に関して興味を持っていました。

私ができることとしては、被災地関連のビジネスの紹介と

NTTグループへの紹介くらいしか思いつきませんでし

た。当時私は（株）安土の役員だったので、ITware社と

安土で事業契約を結び、NTT−ITの長谷社長に、Kojimo-

riとAPPawareの販売チャンネルになってもらいないかと

打診しました。さらに福島高専に、Kojimoriを活用する可

能性のある被災地支援ビジネスの紹介をお願いしました。

福島高専の中村校長、芥川教授を通じてO測量設計とい

う企業を紹介してもらいました。この企業は地域自治体か
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Kojimoriシステムの構成

ら被災地の放射線量の測定を請け負っており、GPSが使用

できない場所の位置情報取得の検討をしていました。Tさ

んをO測量設計の現場オフィスに案内してミーティングを

行いました。O測量設計の説明を聞いて、Tさんはアイデ

アがあると言って、ジャイロセンサーを活用する可能性の

提案をしてくれました。それは、FBトライアングルが検

討していたアスリートの位置を計測するシステムの応用で

すが、私どもは全く思いつかないアイデアでした。その後

FBトライアングルと共同でO設計にシステム提案をしまし

たが残念ながら開発には至りませんでした。なおTさんの

活動に関しては、その後研究報告やワークショップレポー

トとしてかなりの報告がなされています。

6.被災地での起業の特徴と課題

6.1 地域性
S さんは、自分の故郷の小名浜の自宅で起業し、隣接

したいわき市の起業支援の制度や設備を活用してフェアト

レードビジネスを立ち上げました。インターネットを活用

したWebビジネスと地域のセレモニーホールを中心とす

る贈答品ビジネスの両者を市場にしているます。O さん

は、米国で学んだ経営学の専門知識を大企業で生かすので

はなく、地域の学習塾の教員スタッフとして生かしまし

た。その経験を通じて、地域での子育て中の高学歴の父母

のニーズを把握し、幼児・学童向けの英語教育、科学技術

分野の教育に挑戦しています。 Aさんは、被災地の女川

の再建・復興を色鮮やかなスペインタイルで実現すること

に挑戦しています。以上のビジネスは、一般の起業の教

科書が記述する、経営の一般論としての事業開拓ではな

く、自分が育った地域への愛情と貢献を出発点にしている

ことが特徴です。

6.2 国際性

地域への貢献を目標としていながら、グローバルな視野

で事業に取り組んでいることも特徴として挙げられます。

S さんは、フェアトレードとしての商品の原料を中南米

をはじめとする開発途上国から仕入れ、それを商品化して

販売しています。 Oさんは、英語教育のために外国人の

教師を雇い、外国の生活を紹介するような英語教育を行う

と共に、科学技術教育でもスクラッチというMIT が中心

になってグローバルに進めているプログラミング教育を

行っています。 Aさんは、スペインのバレンシアの街並

を見て印象付けられた色彩鮮やかなスペインタイルに魅せ

られて起業した経緯が物語るとおり、女川とスペインとの

連携を視野に入れたビジネスを指向しています。このよ

うに、地域の発展を目指した起業であるにもかかわらず、

その背景にはグローバル社会と連携・連帯した国際的な枠

組みが存在しています。

6.3 独創性
Sさん、Oさん、Aさんに共通して言えるのは、彼女等に

よる独創的な起業です。新規事業とは言っても、その多

くは確立されたビジネスモデルに基づくものが多く、成功

例としての雛形が存在する場合が大半ですが、Sさん、O

さん、Aさんの場合は個人の意志を出発点として、前例

が存在しない状況で、手探りの試行錯誤を経てビジネスを

立ち上げています。別のの見方をすると、被災地である

が故に、社会的な支援という追い風を受けて、敢えて独創

的な起業を実現している面も存在すると思われます。起

業という行為は、多くの成功した起業家の立志伝を見れば

分かるとおり、単純な経営指標による利益指向のみではな

く、社会的貢献への意思が重要な要件となります。社会的

貢献を一般論として語るとイデオロギー的な側面が生じ

て、その価値観の共有には困難が伴いますが、それを個性

的な活動として語ることができるなら説得力を持つ価値観

となります。

6.4 物語性
起業をマーケット分析やビジネスモデルで語るのではな

く、独創的な物語として語ることができるなら、それは起

業にとって有意義な意味付けとなります。 Sさんはフェ

アトレードという開発途上国への優しい視点を持ってお

り、それ自体が一つの物語性を持ちますが、それ以前に彼

女は幼い時にTVで視聴した途上国の状況や、国連の支援

活動などに興味を持ち、そのモチベーションが彼女をフェ

アトレードビジネスに向かわせたという物語が存在しま

す。 Oさんの場合は、学習塾のスタッフを担当していた

時に、塾の方針に関して経営者と対立し、訴訟事件にまで

発展した中で、木下晴弘という優れた教育者に出会い、新

たな自分を確立したという物語がありました。 Aさんの

場合は、色彩豊かなタイルで飾られたバレンシアの街並み

を見て、廃墟となった港町の女川をそのタイルの色彩で彩

るという物語を創り出し、みなとまちセラミカ工房という

事業を立ち上げました。

6.5 グローバル企業からの視点
文献[11]で、ルイス氏は、グローバル企業のライフサイ

クルをモデル化しています。その基本的な考え方は、グ

ローバル企業の成長をイノベーション（Innovation）、地

域的拡大（Geographical expansion）、生産系列の拡大

（Product−line expansion）、効率と規模の進展（Effi-
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ciency and scale）、コンソリデーション（Consolida-

tion）の5段階のフェーズに区分するものです。図9にその

概要を示します。

図9 企業のライフサイクルモデル

6.5.1 イノベーション期

スタートアップの創設期で、市場ニーズに基づくイノ

ベーションの先進性が鍵になります。このフェーズは通常

イノベーション自体又はイノベーション戦略により開始さ

れます。たいていの企業において単一の商品またはサービ

スに基づく商売と技術が綱引きする不安定な期間です。創

業者は企業の生涯において常に主流の位置を占めますが、

このフェーズは企業文化においてその企業の根幹となる重

要なインパクトを持ちます。

6.5.2 地域的拡大期

このフェーズは、企業における製品やサービスが地域か

ら世界へと、市場が急速な拡大する状況として特徴付けら

れます。これは企業が最初に世界と出会う場面でもありま

す。外向的な文化では拡大が容易です。例えば海洋国家

は、他の国々との接触に慣れていて、異文化との対応が比

較的容易です。有力な民族は、周辺地域からの人口流入に

より市場を形成できますので、市場の急速な立ち上げと当

初の雇用の確保にとって文化的に有利です。このフェーズ

では、企業は単一の明確なグローバルな企業文化を形成す

る戦略を追求するか、地域に根ざしたローカルな文化を形

成するかを考慮する必要があります。

6.5.3 生産系列の拡大期

このフェーズで企業は、世界的な存在感を得るようにな

り、製品系列を拡大しポートフォリオを多様化してより多

くの顧客に対応するようになります。同時に既存の顧客と

はより強く深い関係を結ぶようになります。コンシューマ

製品の企業は、ブランドのポートフォリオを拡大すしま

す。他方、工業製品の企業は新規顧客向けの製品を追加し

たり、従来技術を新規の市場セグメントに適用したりしま

す。企業はこの期間においても並行して技術革新を図り迅

速かつ効率的な経営が求められます。技術革新（個人主義

による迅速性）と効率（組織による規律）は、国民気質的

に相反する面があり、各々を支援する国民文化が互いに摩

擦を生じ、衝突や予想外の文化的変化を生じる可能性があ

ります。

6.5.4 効率と規模の進展期

業界が成熟するに伴い、スケールメリットや市場占有を

通じてより高い効率を目指す推進力が作用します。この期

間は、しばしばグローバル組織論に立脚する厳しいグロー

バル戦略のプロセス・規律の実行フェーズとして位置付け

られます。イノベーションフェーズの際に適合する文化の

国や地域からスタートアップした個人指向の革新的な性格

の企業は、往々にしてこの期間に内部的な抗争による問題

を生じます。このような国は、相対的に中小企業の比率が

高くなります。より大きな民族は、特に社会の多くの階層

で大規模な組織を経験している国民文化の場合はこの

フェーズでの繁栄を経験しています。

6.5.5 コンソリデーション期

このフェーズは業界の最終段階であり、少数のグローバ

ル企業または地域企業が生き残ることになります。この

フェーズでは、規模的な成長は飽和するため、M&Aのよ

うな企業買収に強い関心が持たれます。場合によっては外

国企業による買収も生じ、危機を乗り越える戦略が重視さ

れます。その状況を図10に示します。このような買収劇が

挑戦的な課題になります。当初は、プレイヤーの減少によ

り業界的、構造的な視点から状況の理解が把握されても、

大規模な統合・合併は利益関係者による価値の創造を妨げ

ます。それらは多くの場合、国民的な文化や企業文化の問

題に深く根ざします。

図10 危機的状況を伴うライフサイクルの移行

6.6 ハーバード大学からのレポート
被災地での起業に関しては、ハーバード・ビジネス・ス

クールが今後の社会的な事業のあり方の観点で研究テーマ

として取り上げています。その背景には、新自由主義に

よる世界的な経済発展が、国家間の経済格差、国内におけ

る貧富の拡大を生み出し、深刻な問題を生じていることが

挙げられます。その問題解決の方法論として、社会的な

支援を背景に企業活動を行っている被災地での起業に着目

するという挑戦をしています。

女川にも訪問して、みなとまちセラミカ工房を調査して

いますが、Aさんの事業に対しては利益追求を超えた価

値を評価するコメントを述べると共に、今後のビジネス展

開への提案をしています。従来の財務諸表に依存した市場

分析、技術予測に基づく事業モデルとは異質の、長期的・

社会貢献的な視点に立ちながら地域コミュニティを重視し

つつ東北地方、国内市場、グローバル市場へと拡大する事
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業提案を行っています。この提案は、前節の図9のモデル

の地域的拡大、生産系列の拡大、効率と規模の進展に対応

すると考えられます。

6.7 SDGsの時代に相応しい企業

Aさんに、ハーバード大学からのレポートに対する対応

をお聞きしてみました。その回答は「私どもはできること

をできる範囲でする以外のことは考えていません。地域的

な拡大やグローバル企業など、とても考えられません。」

とのことでした。

ルイスさんのモデルもハーバード大学からのレポート

も、地域からグローバルへ、イノベーションから複数の製

品系列へという成長モデルで、先に要件として紹介した、

地域性、国際性、独創性、物語性とも関係する内容です。

しかし全ての企業が、ルイスさんのモデルやハーバード大

学のレポートのように成長して成功することはあり得ませ

ん。むしろ「できることをできる範囲でする」ような地道

に地域のニーズに応える企業が設立されて存続しても良い

のではないかと思います。最近話題にするSDGsを実現す

るためには、経営学の教科書に則って競合して勝者を目指

すよりも、地域で地の塩のように生きるような、地道な企

業を育成・存続させる努力も必要ではないかと思います。

被災地の女性起業家から、その観点を教えられました。

7.おわりに
先に述べたマトリックス履歴書、起業家モデルを背景に

したSさん、Oさん、Aさん、Tさんの活動に関しては、

SIETAR Japan（異文化コミュニケーション学会）[12]

[13]、SIETAR Europa[14]、情報処理学会[15][16][17]、

画像電子学会[18][19][20]、職業大フォーラム[21][22]、ア

ジアでの国際会議[23][24]などで逐次報告しています。さ

らにいわき市としての起業セミナーを2回開催し、新たな

関係者や新たな組織とのつながりも生まれています。
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